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本製品には取扱説明書がありますので、必ず確認してください。

届出番号：27B1X00042000014

機械器具１　手術台及び治療台
一般医療機器　分娩台（１３９６００００）

＊＊２０２２年　４月（第４版）
　＊２０２０年　６月（第３版）

１）作動原理

【形状・構造及び原理等】

本製品は、電源コードを接続して使用します。フットスイッ

チで操作し、本体の昇降・背モタレ角度の調節・腰板角度の

調節・足板の開閉を作動範囲内にて作動します。

４）電気的定格

①定格電圧　 ：ＡＣ１００Ｖ

②電源周波数 ：５０／６０Ｈｚ

③電源入力　 ：５．０／５．６Ａ

1E07AJC0

ＬＤＲ分娩台　ＤＧ－８２０（キャスター仕様）
３）機器の分類

①電撃に対する保護の形式による分類：クラスⅠ機器

②電撃に対する保護の程度による分類：Ｂ形装着部

【使用方法等】

【使用目的又は効果】

〈動作保証条件〉

下記の条件にて使用すること。（但し、結露しないこと）

温度…１０℃～４０℃

湿度…１０％～９０％

気圧…７００ｈＰａ～１０６０ｈＰａ

本製品は､調節可能な診断･処置台で､陣痛･分娩時､および妊娠

に関連した他の診療･処置時に、女性の体位を適切な位置に支

持することを目的としています。

〈使用方法〉

①キャスターロックペダルを操作し、キャスターをロックする。

②本製品は電源スイッチを入れて使用する。

③本製品の操作はフットスイッチで行う。

④本製品の乗り降りは、本体を下限位置まで下げた状態のとき

に行う。

⑤処置後は電源スイッチを切る。

　機器の詳細な操作方法および使用方法については

　付属の取扱説明書 「使い方」の項を必ず読むこと。

【警告】
１）患者および使用者の手･指･身体の一部を機器の可動部や

可動部の周辺に近寄らせないこと。

２）外観図
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本製品には取扱説明書がありますので、必ず確認してください。

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
　　　

　　　製造販売業者

　　　タカラベルモント株式会社　

　　　 TEL：06-6212-3620

　　　

　　　販売業者

【使用上の注意】
〈重要な基本的注意〉

１）機器周辺に、患者以外（特に小児など）を近づけないこと。

やむを得ず、患者以外を近づける場合、機器の操作中は、

患者以外の安全にも考慮すること。

２）他の医用電気機器と併用する場合、電磁的影響による不

正確な動作が発生することがないか使用前に確認すること。

３）新生児受台を踏み台にして乗り降りしたり、腰を掛けた

りしないこと。

４）脚板に乗ったり、腰を掛けたりしないこと。

５）新生児受台の回転や収納は確実に行うこと。回転途中や

収納途中だと不意に接触したときに動いてしまい、事故の

原因になります。

６）股関節の悪い患者には十分注意して開脚すること。

７）分娩中は踵保持ベルトや下腿保持ベルトで脚を保持する

こと。

８）踵保持ベルトや下腿保持ベルトは開脚後に使用すること。

９）分娩時においても、休息時においても新生児受台に足を

乗せないこと。

１０）オートリターン操作を途中で止めたいときは、フット

スイッチのいずれかのスイッチを踏むこと。踏んだ位置で

作動が停止します。作動を再開するには一度すべてのスイ

ッチを離した後、再びいずれかのフットスイッチを操作す

ること。

１１）本製品を移動させるとき以外、必ずキャスターを固定

させること。

１２）お手入れは取扱説明書に従って実施すること。

〈耐用期間〉

【保管方法及び有効期間等】

・本製品の耐用期間は、正規の保守点検をした場合に限り　

１０年間です。[自己認証（当社データ）による ]

【保守・点検に係る事項】

点 検 頻 度 点 検 内 容

始業前

始業前

始業前/終業後

設置状態の確認

電源スイッチの確認

フットスイッチを操作したときの作動確認

上昇した本体の上部の高さが一定の位置で停

止しているかの確認

脚板および下腿受の確認

新生児受台の確認

サイドフェンスの確認

怒責グリップの確認

外観の確認

キャスターロックペダルの確認

　保守点検には日常点検と定期点検があります。

・日常点検

　詳細については取扱説明書の「保守点検」の項に記載して
　います。日常点検内容を確認し、必ず実施してください。

業者による保守点検（定期点検）を実施するときは当社また
は当社の指定する業者、若しくは修理業者などの適切な資格
者に依頼すること。

〈業者による保守点検事項〉

・定期点検
　使用頻度に合わせて機能低下や消耗する部品、部位があり

ますので、1 年に 1 度を目安にした定期点検による保守（消
耗品交換を含む）と、安全性確認を推奨します。
定期点検の内容に関しては取扱店または直接当社にご連絡く

ださい。

〈使用者による保守点検事項〉
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